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奥出雲町でドラマロケ奥出雲町でドラマロケ
ドラマ特別企画『ＬＥＡＤＥＲＳ リーダーズ』ドラマ特別企画『ＬＥＡＤＥＲＳ リーダーズ』「

舌
震
の
”
恋
“
吊
橋
」が
し
ま
ね
景
観
賞
奨
励
賞

 

こ
の
後
、
村
下
を
含
む
十
二
人

の
職
人
の
手
に
よ
り
、
三
昼
夜
を

通
し
て
砂
鉄
十
㌧
、
木
炭
十
二
㌧

を
三
十
分
ご
と
に
少
し
ず
つ
投
入
。

三
日
後
の
早
朝
に
は
三
㌧
の
鋼
の

塊
で
あ
る
「
鉧
」
が
取
り
出
さ
れ
、

鋼
造
り
に
お
い
て
八
種
類
の
玉
鋼

二
・
三
㌧
を
製
品
と
し
、
こ
の
う

ち
最
上
質
な
玉
鋼
は
約
六
百
㌔
に

な
り
ま
す
。

　

木
原
村
下
は
「
日
本
で
唯
一
、

千
年
以
上
に
わ
た
り
伝
統
技
術
と

精
神
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
誇

り
に
、
後
継
者
一
丸
と
な
っ
て
最

高
の
物
を
作
り
た
い
」
と
操
業
に

懸
け
る
熱
い
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
二
日
、
た
た
ら
製
鉄

技
術
の
保
存
継
承
と
日
本
刀
の
原

材
料
と
な
る
玉
鋼
の
生
産
を
行
っ

て
い
る
鳥
上
地
区
の
「
日
刀
保
た

た
ら
」
に
お
い
て
、
三
昼
夜
に
及

ぶ
作
業
の
今
年
最
初
の
操
業
と
な

る
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
に
は
、
（
公
財
）日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
、
日
立
金
属
安

来
製
作
所
、
靖
国
神
社
な
ど
の
関

係
者
約
三
十
人
が
出
席
し
、
操
業

の
安
全
と
成
功
を
祈
願
し
ま
し
た
。

日
立
金
属
安
来
製
作
所
の
佐
坂
克

郎
代
表
取
締
役
か
ら
「
先
民
の
知

恵
と
技
術
、
経
験
、
職
人
の
精
神

力
が
こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
に

は
大
事
」
、
ま
た
井
上
町
長
か
ら

は
「
た
た
ら
製
鉄
及
び
棚
田
の
文

化
的
景
観
が
中
国
地
方
で
初
の
重

要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
が
あ

り
、
今
後
も
こ
の
誇
り
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

神
事
の
後
、
国
選
定
保
存
技
術

者
で
村
下
の
木
原
明
さ
ん
と
渡
部

勝
彦
さ
ん
に
よ
り
、
「
初
種
」
と

呼
ば
れ
る
今
年
最
初
の
砂
鉄
四
㌔

が
炎
の
吹
き
あ
が
る
粘
土
製
の
炉

に
く
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
第
一
回
グ
ッ
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
ワ
ー
ド
」の
も
の
づ
く
り
部
門
で
、

（
有
）エ
ヌ・イ
ー・ワ
ー
ク
ス
が
最
高

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
支
援
す
る
中
小
企
業

庁
の
サ
イ
ト
「
ミ
ラ
サ
ポ
」
が
、

全
国
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を

募
り
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
画
。

「
安
心
」
「
食
」
「
も
の
づ
く

り
」
「
お
も
て
な
し
」
「
学
び
」

の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら

百
七
十
六
件
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

世
界
で
も
珍
し
い
ド
ラ
イ
・
エ

デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
（
乾
燥
押
し

花
）
事
業
に
つ
い
て
発
表
。
花
の

栽
培
や
加
工
を
地
元
の
高
齢
者
や

主
婦
に
委
託
し
雇
用
の
場
を
作
っ

て
い
る
こ
と
、
田
舎
の
良
さ
を
生

か
し
地
域
と
共
に
発
展
を
目
指
す

取
り
組
み
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

島
根
の
魅
力
を
広
島
へ
伝
え
る

「
島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
２
０
１

４
」
が
一
月
十
八
、
十
九
日
の
二

日
間
、
広
島
市
中
区
の
県
立
総
合

体
育
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

十
七
回
目
と
な
る
今
回
は
「
ご

縁
の
国
し
ま
ね
の
お
も
て
な
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
手
打
ち
そ
ば
が
そ

の
場
で
食
べ
ら
れ
る
「
し
ま
ね
そ

ば
街
道
」
や
「
し
ま
ね
ま
る
ご
と

特
産
市
」
、
「
し
ま
ね
あ
つ
あ
つ

屋
台
村
」
、
郷
土
芸
能
の
神
楽
を

な
ど
を
披
露
す
る
「
し
ま
ね
ふ
る

　

山
陰
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
や
事
業
に
取
り
組
む
起
業
家
を

表
彰
す
る
「
第
一
回
ご
う
ぎ
ん
起

業
家
大
賞
」
で
、
大
石
亘
太
さ
ん

（
亀
嵩
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
山
陰
に
お
け
る
起

業
・
創
業
を
促
し
、
事
業
化
や
成

長
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
地
域

活
性
化
を
手
助
け
す
る
こ
と
を
目

的
に
山
陰
合
同
銀
行
が
主
催
。
第

一
回
に
は
百
六
件
の
応
募
が
あ
り
、

大
石
さ
ん
の
ほ
か
三
件
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
石
さ
ん
は
、
尾
原
ダ
ム
残
土

処
分
場
を
利
用
し
て
放
牧
酪
農
事

業
に
挑
戦
。
放
牧
向
き
の
ブ
ラ
ウ

ン
ス
イ
ス
牛
を
放
牧
し
、
ダ
ム
の

見
え
る
牧
場
と
し
て
ダ
ム
湖
周
辺

の
景
観
づ
く
り
と
観
光
地
化
、
ま

た
小
学
校
の
課
外
活
動
と
連
携
し

た
食
育
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

二
月
十
一
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
仁
多
に
お
い
て
、
「
奥
出

雲
・
雲
南
の
魅
力
を
語
る
」
と
題

し
た
福
澤
監
督
の
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
福
澤
監
督
の
生
い

立
ち
か
ら
ド
ラ
マ
制
作
の
裏
話
や

苦
労
話
、
作
品
作
り
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ケ
な
ど
で
全
国
各
地

を
訪
れ
て
い
る
監
督
は
奥
出
雲
の

大
フ
ァ
ン
で
、
「
地
元
の
人
は
奥

出
雲
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
い
て

い
な
い
。
日
本
の
中
で
も
奥
出
雲

の
田
舎
風
景
は
と
て
も
き
れ
い
で

住
ん
で
い
る
人
の
品
も
良
い
。
料

理
も
お
い
し
い
。
た
た
ら
御
三
家

の
歴
史
も
す
ご
い
。
奥
出
雲
は
宝

物
の
ま
ち
。
」
と
大
絶
賛
。
町
内

外
か
ら
約
二
百
人
が
訪
れ
た
会
場

は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
浩
市
主
演
、
福
澤
克
雄
監

督
に
よ
る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
二
夜
連
続
大
型

ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
『
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｒ
Ｓ　

リ
ー
ダ
ー
ズ
』
の
ロ
ケ

が
十
二
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
五
日
間
、
奥
出
雲
町
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

福
澤
監
督
は
、
大
ヒ
ッ
ト
ド
ラ

マ
「
半
沢
直
樹
」
を
は
じ
め
「
金

八
先
生
」
「
華
麗
な
る
一
族
」
な

ど
多
く
の
ヒ
ッ
ト
作
を
手
掛
け
ら

れ
た
日
本
を
代
表
す
る
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
映
画
監

督
。
平
成
十
六
年
の
ド
ラ
マ
「
砂

の
器
」
、
平
成
二
十
年
東
宝
映
画

「
私
は
貝
に
な
り
た
い
」
、
平
成

二
十
二
年
の
ド
ラ
マ
「
99
年
の
愛

〜
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

で
も
奥
出
雲
町
を
舞
台

に
撮
影
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
内
ロ
ケ
は
絲
原

家
、
大
原
新
田
（
馬

木
）
で
行
わ
れ
、
主
演

の
佐
藤
浩
市
さ
ん
、
山

口
智
子
さ
ん
、
宮
沢
り

え
さ
ん
、
伊
東
四
朗
さ

ん
な
ど
の
俳
優
陣
、
福

澤
監
督
を
は
じ
め
約
七

十
人
の
撮
影
ス
タ
ッ
フ

が
訪
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
約
五
十
人
の
町
民
な
ど
が
出

演
。
昭
和
初
期
の
衣
装
に
身
を
包

み
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
細
か
い
指
示

を
受
け
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
撮

影
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ド
ラ
マ
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
前
後
の
日
本
の
自
動
車
産

業
の
礎
を
築
い
た
男
の
物
語
。
日

本
の
未
来
の
た
め
に
、
仲
間
を
信

じ
モ
ノ
づ
く
り
に
人
生
を
賭
け
た

人
間
た
ち
の
生
き
様
を
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
全
面
協
力
の
も
と
壮
大
な

ス
ケ
ー
ル
で
描
い
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
は
三
月
二
十
二
日

（
土
）
と
二
十
三
日
（
日
）
の
二

夜
連
続
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
放
送
さ

れ
る
予
定
で
す
。

福
澤
監
督
、奥
出
雲
の
魅
力
語
る

も
の
づ
く
り
部
門
最
高
賞

（
有
）エ
ヌ・イ
ー・ワ
ー
ク
ス

大
石
亘
太
さ
ん
（
亀
嵩
）

ご
う
ぎ
ん
起
業
家
大
賞

最
優
秀
賞

さ
と
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
コ
ー
ナ
ー
や
企
画
が
多

数
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

奥
出
雲
町
か
ら
は
七
団
体
が
参

加
し
、
椎
茸
や
舞
茸
、
米
な
ど
の

特
産
品
を
は
じ
め
和
菓
子
、
酒
な

ど
が
出
品
さ
れ
、
商
品
を
求
め
る

お
客
の
長
い
行
列
が
で
き
、
会
場

内
で
も
特
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

二
日
間
で
約
十
八
万
人
を
超
え

る
来
場
者
が
あ
り
、
奥
出
雲
の
魅

力
を
十
分
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
島
根
の
景
観
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
る
ま
ち
な
み
や
建

造
物
等
を
表
彰
す
る
「
し
ま
ね
景

観
賞
」
。

　

第
二
十
一
回
目
の
今
回
は
、県
内

か
ら
百
六
十
六
件
の
応
募
が
あ
り
、

奥
出
雲
町
か
ら「
舌
震
の
”
恋 

“

吊
橋
」が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

「
舌
震
の
”
恋 

“
吊
橋
」
は
昨

年
十
月
に
鬼
の
舌
震
に
誕
生
し
た

新
名
所
。
吊
り
橋
特
有
の
曲
線
美

と
落
ち
着
い
た
色
合
い
が
、
周
辺

の
樹
木
に
よ
く
溶
け
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
吊
り
橋
か
ら
眺
め
る
渓

谷
は
絶
景
で
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
渡
れ
る

よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
遊
歩
道

に
つ
な
が
り
、
安
全
面
に
も
十
分

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
で
、
さ
ら
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲燃え上がる炉に砂鉄を入れる木原村下

▲熱く語る福澤監督▲受賞した「舌震の“恋”吊橋」

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
う
会
場

▲

日
本
で
唯
一
受
け
継
が
れ
る
炎

日
刀
保
た
た
ら
操
業
開
始

▲三澤誠代表取締役社長（右）と
　八澤豊幸第三製造部課長（左）

「
島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」で
奥
出
雲
町
を
Ｐ
Ｒ

守
り  

創
り  

育
て
よ
う
　
ふ
る
さ
と
島
根
の
景
観

け
ら


